
１ 「施策の方針１ 男女共同参画意識の高揚」関連 

  ２ 「施策の方針２ 男女共同参画の視点を踏まえた教育の推進」関連 

  ３ 「施策の方針３ 生涯を通じた心身の健康づくり」関連 

  ４ 「施策の方針４ 仕事・家庭・地域などさまざまな活動の両立支援」関連 

  ５ 「施策の方針５ 政策・方針の決定過程における男女共同参画の推進」関連 

  ６ 「施策の方針６ 就労における男女共同参画の推進」関連 

  ７ 「施策の方針７ 配偶者からの暴力の被害者の保護・支援」関連 

＊越谷市市政世論調査の表については、各調査の最新実施年度のデータを元に作成して

おります。 

第２部 越谷市における男女共同参画の現状
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１ 「施策の方針１ 男女共同参画意識の高揚」関連  

（１）性別による固定的な役割分担意識

 「男は仕事、女は家庭」という考えは、個人の考え方として否定されるものではありま

せん。しかし、それが強すぎて、誰かに意思に反する選択をさせてしまったり、自分や

他人の選択の幅を狭めてしまったりする場合には、男女共同参画社会の実現を妨げる要

因にもなります。 

 「同感しない」は、女性で約６割、男性で約５割となり男女間で差が見られます。 

（２）男女の地位の平等感 

「家庭内」や「教育」の場で男女の地位が「平等になっている」と感じる割合が比較的

高く、逆に「職場内」や「社会通念や風潮」では不平等感が強くなっています。 

 また、すべての項目で、女性の方が男性よりも不平等感を感じているようです。

【 女性 】 

（資料：令和元年度越谷市市政世論調査） 

（資料：令和２年度越谷市市政世論調査） 

「同感しない」 

21.333.77.2 2.9
10.0

42.019.449.654.635.2

25.727.121.524.032.2

4.310.612.19.713.9

6.7
9.29.68.88.7

0% 50% 100%
家庭…
教育…
職場…
社会…
法律…平等になっている 平等になっていない どちらともいえない わからない 無回答

【 女性 】 

※平成 19年度以前の調査では、「どちらともいえない」の選択肢があったが、平成 22年度以降の調査では「どち

らかといえば賛成」「どちらかといえば反対」という選択肢に変更となった。 

【 男性 】 

「同感する」 

【 男性 】 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
平成25年度

同感する（賛成） どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 同感しない（反対）

どちらともいえない わからない 無回答

「同感する」 「同感しない」 
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19.2

43.1

4.1

75.7

59.4

10.9

12.1

41.7

4.9

30.7

60.3

11.6

61.5

47.6

22.9

5.8

30.7

3.5

0 20 40 60 80 100

独立心をもたせる

責任をもたせる

たくましさをもたせる

やさしさや思いやりをもたせる

礼儀作法を身につける

忍耐力を養う

女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てる

食事の支度や洗濯等身の回りのことができるようにする

無回答

女の子について

男の子について

（３）「越谷市男女共同参画推進条例」等の認知度 

 「越谷市男女共同参画推進条例」は、平成17年 7月の施行から15年が経過しましたが、

認知度は３割半ばにとどまっています。また、平成 13 年に開館した越谷市男女共同参画

支援センター「ほっと越谷」は約５割となっています。 

 「ＤＶ」については、認知度が７割を超えています。「ＬＧＢＴ」については、認知度

は約５割となっています。

２ 「施策の方針２ 男女共同参画の視点を踏まえた教育の推進」関連  

（１）教育・しつけで大切だと思うこと 

 子どもが男の子か女の子かによって、「教育･しつけで大切だと思うこと」に差があり

ます。女の子の場合は、「やさしさや思いやり」、「礼儀作法を身につける」、「食事や洗濯

等ができるようにする」が高く、男の子の場合は、「独立心」、「責任」、「たくましさ」、「忍

耐力」が高く、「女の子らしさ」「男の子らしさ」のイメージが教育･しつけに影響してい

ることがわかります。 

（資料：平成 30年度越谷市市政世論調査） 

（資料：令和元年度越谷市市政世論調査） 

％％ ％ ％％ ％
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３ 「施策の方針３ 生涯を通じた心身の健康づくり」関連  

（１）男女共同参画支援センター「ほっと越谷」、女性・ＤＶ相談支援センターの相談件数 

（２）相談内容の内訳 

「ほっと越谷」に加えて、平成 27 年 10 月より女性・ＤＶ相談支援センターにおいて

も、女性を対象に家庭、仕事、人間関係、ＤＶなどに関する相談事業を実施しています。 

平成 23 年度は、東日本大震災による社会的な不安の影響から、相談件数が増えたと

推測されます。

（資料：越谷市人権・男女共同参画推進課） 

相談内容は、「家庭のこと」、「ＤＶ」、「心のこと」に関する相談が８割を超えています。 

（資料：越谷市人権・男女共同参画推進課） 

（件） 

（年度） 
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   高齢化の進展に伴い、要介護認定者数は年々増加し、今後も増加が見込まれます。

3,142 
3,217 

3,447 
3,587 

4,327 

4,677 

5,000 5,281 

5,526 

5,732 

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（人）

入所児童数

保育所

1,724 

1,833 

1,986 

2,094 
2,535 

2,665 2,757 

2,840 

2,927 

2,956 

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（人）

入室児童数

学童保育室

４ 「施策の方針４ 仕事・家庭・地域などさまざまな活動の両立支援」関連  

（１）保育所・学童保育室の入所児童数 

（２）介護保険要介護認定者数 

保育所の入所児童、

学童保育室の入所児

童ともに、年々増加し

ています。また、保育

所の児童数は、平成 27

年度法改正により認

可施設が増えたこと

により増加していま

す。 

（資料：越谷市保育入所課） 

（人） 

（年度） 

（資料：越谷市介護保険課） 
（年度） 

（資料：越谷市青少年課） 

（年度） 
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32.7 

2.5 

28.1 

26.0 

3.3 

4.1 

19.4 

33.2 

2.0 

3.2 

5.2 

11.8 

2.9 

13.9 

6.3 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現実

希望

51.3 

6.2 

13.0 

24.1 

3.4 

5.0 

18.3 

34.6 

2.8 

3.8 

4.2 

9.7 

2.7 

13.7 

4.2 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現実

希望

51.3 

6.2 

13.0 

24.1 3.4 

5.0 

18.3 

34.6 2.8 

3.8 

4.2 

9.7 2.7 13.7 

4.2 

2.9 

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」全てを優先

無回答

（３）「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度の希望と現実の割合 

 ｢仕事｣｢家庭生活｣｢地域・個人の生活｣の優先度について尋ねたところ、男女とも希望

と現実に大きな隔たりがあります。男女とも｢仕事｣と｢家庭生活｣をともに優先したいな

ど、複数の活動の両立を優先している人の割合が高くなっています。

【 女 性 】 【 男 性 】 

（資料：平成 30年度越谷市市政世論調査） 
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1,150 

1,164 

1,191 

1,196 

1,238 

1,232 

1,220 

1,193 

1,194 

1,199 

1,208 

646 675 722 745 767 812 835 847 857 872 917 

36.0 36.7
37.7 38.4 38.3

39.7 40.6 41.5 41.8 42.1 
43.2 

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

女性 男性 女性比率

22 24 24 23 22 24 24 23 20 24 23

6
8 8 8

7
8 8 8

8

8 8

21.4

25.0 25.0 25.8

24.1
25.0 25.0 25.8

28.6

25.0 25.8

0

5

10

15

20

25

30

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

女性 男性 女性比率

249 245 251 253
285

291 283 276 281 291 296

31 33 37 36

39 39 42 47 47 49 50

11.1 11.9
12.8 12.5 12.0 11.8

12.9
14.6 14.3

14.4 14.5

0

5

10

15

20

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

女性 男性 女性職員の割合

５ 「施策の方針５ 政策・方針の決定過程における男女共同参画の推進」関連  

（１）市議会における女性議員の割合 

（２）市の行政職の職員、管理職職員における女性の割合 

（年度） 

【 職員 】 （％） 

令和３年４月１日現在、

市の行政職の職員（2,125

人）のうち、女性は 917 人

（43.2％）、管理職職員（副

課長職以上）の女性割合は

14.5％となっており、とも

に増加傾向にあります。 

（資料：越谷市人事課） 

（人） 

（人） 
（％） 

（年度） 

【 管理職職員 】 

令和３年４月１日現在、

市議会議員 31 人のうち、女

性は８人(25.8％)となり、

平成 24 年度から横ばいの

状態です。また、埼玉県議

会議員 90人のうち、女性は

14 人（15.6％）となってい

ます。 

 令和２年度の県内市町村

議会議員の女性の割合は、

22.1％となっています。 

（資料：越谷市人事課） 

（％） （人） 

（年度） 

（資料：越谷市議事課、埼玉県

HP、埼玉県「市町村における男

女共同参画の推進に関する施

策の推進状況調査結果」）

- 7９ -



8.9 

15.6 
13.3 

4.4 4.4 

8.9 

15.6 13.3 

20.0 

17.8 

20.0 

3.5 4.0 3.2 

4.5 4.5 

2.7 
6.3 

5.0 
5.3 

6.8 

6.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

（％）

ＰＴＡ会長 自治会長

（３）市の審議会等における女性委員の割合 

（４）自治会長とＰＴＡ会長の女性の割合 

審議会等とは、教育委員会や選挙管理委員会などの行政委員会と、市長などの執行

機関の附属機関である審議会を指します。市では、審議会等における女性委員の登用

率目標を 35％以上に掲げていますが、現状は約３割で横ばいの状況ですが、少し上昇

傾向にあります。 

  自治会長における女性の割合は、概ね３％～６％台で推移しています。また、ＰＴ

Ａ会長は、概ね４％～20％台で推移しています。 

（資料：越谷市市民活動支援課、生涯学習課） 

※ 平成 29年度より対象とする審議会を変更（参照 P.45） 
（資料：越谷市行政管理課） 

（年度） 

（年度） 

- ８０ -



6,571 
7,644 

7,044 

11,968 

4,946 
3,951 

1,684 

4,854 

2,457 

15,378 

7,924 

9,728 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

男性 女性

６ 「施策の方針６ 就労における男女共同参画の推進」関連  

（１） 結婚・出産後の女性の働き方への考え方 

（２）主な産業における男女別従業者数

（人） 

「女性の結婚や出産後の働き方」への考え方の調査結果です。最近では、女性は「結婚・

出産後も仕事を続けたい」（就業継続）が最も多く、男性についても「就業継続」を希望

する方が多くなっています。

本市における主な産業別の従業者数を見ると、「製造業」、「運輸業」、「建設業」など

で男性の割合が高く、「医療・福祉」、「飲食サービス」などで女性の割合が高くなって

います。

（資料：令和元年度越谷市市政世論調査）

【 女性 】 （％） 
【 男性 】 

（％） 

（資料：平成 28年経済センサス-活動調査） 
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７ 「施策の方針７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援」関連  

（１）市のＤＶ（配偶者等からの暴力）の相談件数 

（２）一時保護の件数 

（３）身体的暴力を受けた人の割合 

（件） 

配偶者から殴る、蹴る

などの身体的な暴力を受

けたことのある人は、女性

では回答者の約６人に１

人となっています。 

ＤＶ被害者の状況が危険

な場合は、公的シェルター等

において一時保護を行って

います。

（年度） 

（資料：越谷市人権・男女共同参画推進課） 

（年度） 

（資料：越谷市子ども福祉課） 

（件） 

ＤＶの相談件数は、全国

的にも高い水準で推移して

います。本市においては、令

和２年度は 602 件となり、依

然として高止まりの状態が

続いています。 

（件数は、ＤＶ相談支援セン

ターのほか、女性自立支援施

設、子ども福祉課での相談件

数を含みます。）

（資料：平成 29年度越谷市市政世論調査） 
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